
 

 
 

 
 

新年度がはじまりました。 

厳しい就職戦線を勝ち抜いた新入社員も、今日から新しい生活

がスタート。緊張感の中にも嬉しさがうかがえる表情が初々しいです

ね。私も希望に燃えてスズキに入社した 26 年前を思い出します。 

時は流れて、営業マンから労組役員、そして議員に。議員になっ

て 3年が経ち、いよいよ任期 4年の最終年度となりました。 

新年度のスタートにあたり、初心に帰る意味も含めて、「選挙に出

る前にお約束した事項」について、下記項目ごとに取り組み状況をご

報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

後援会 

だより 
平成 22 年 4 月 1 日 

お気軽にどうぞ 

昼 053－447－3820 
夜 053－440－7100 田口 章 

浜松市議会議員 

創ろう！元気な浜松 

４年目の春。新たなスタート！

 １．行財政改革 
徹底した行財政改革をおこ

ない、筋肉質で強い自治体

づくりを進めます。 

 

【チェック機能の充実】 

「行政がやる必要のない事

業は中止、民でできること

は民間委託、行政でやらな

ければならないものはいか

に効率化するか」を基本に

行政運営をチェックし、ム

ダ遣いを無くします。 

 

【情報公開の推進】 

行政課題や情報を共有化

できるよう、情報公開を進

めます。 

 

【政策立案能力の向上】 

みなさんの声を行政施策に

活かすため、議会の政策立

案能力を高める仕組みづくり

を進めます。 

２．地域社会の活性化 
市民協働を進め、地域コミュニ

ティを活性化します。 

 

【子育て支援の充実】 

子どもは社会の宝物。保育施

設や放課後児童会の拡充な

ど、地域全体で子どもたちを育

てていける環境をつくります。 

 

【安心できる老後の応援】 

超高齢社会を見据え、こころ豊

かに老後を暮らせるよう、地域

に密着した老人福祉施設や介

護施設の整備を進めます。 

 

【市民協働参画の推進】 

豊富な知識や経験をもつ市民

やＮＰＯとの連携を深めます。ま

た、ワークライフバランス（仕事

と家庭生活の両立）を進め、老

若男女、みんなが参加しやす

い地域づくりを進めます。 

 

３．浜松らしい街づくり 
浜松の特徴を活かした、キラリと光る街をめざします。 

 

【将来性あふれる街づくり】 

「ものづくり」を基盤に音楽文化や観光資源を活かし

た、将来性あふれる街づくりを進めます。 

 

【教育環境の整備】 

明日の浜松を支える子どもたちの教育環境整備を進

めます。家庭教育、地域教育の啓発を進めるととも

に、学校教育では、社会人や地域のみなさんの参画

を進めます。 

 

【外国人との共生】 

外国人集積都市として、まじめに働く多くの外国人と

の共生に必要な、学校教育や諸制度に取り組みま

す。また、一部でみられる犯罪行為等には厳格な対

応を進めます。 

 

←選挙に出る前のお約束

（後援会リーフレット） 



★浜松市政の状況と私の取り組み報告★ 
 

１．行財政改革 

【チェック機能の充実】 

◆市政の状況（以下◆マークで表示します） 

浜松市が実行すべきことは、09 年 3 月

に出された行革審「答申書」に網羅されて

います。あとは「それをいかに進めていく

か」の進捗管理が問われています。先日の

行革審でも「進捗の遅さ」が指摘されまし

たが、課題は「改革のスピード」です。 

 ◇田口の取り組み（以下◇） 
第三次行革審でも積極的に議論されてい

ますが、議会も本来の役目のひとつである

「チェック機能」を果たさねばなりません。 

市は事業仕分けの実施をはじめ、外郭団

体の再編や補助金の見直しなどに取り組ん

でいますが、スピードや内容の精査など、

さらに改善を進められるよう、進捗をチェ

ックします。 

また今後は、行政経営のしくみの改善が

必要と考えています。「行政評価」「公会計

改革」「戦略計画」などが「予算・決算」

としっかり連動されているか、最大の資産

である「人財」を生かせているかなどを、

今期の政務調査の重要項目として取り組み

ます。 

 

【情報公開の推進】 

◆ 情報公開は、「予算編成の公開」など個

人的にはまだ不満もありますが、ホームペ

ージでの各種データの公開は、3 年前に比

べてずいぶん進みました。 

◇ 今後はこれらの情報をチェック、加工し、

何が課題かを市民のみなさんと共有する必

要がありますので、情報発信に努めていき

ます。 

  
【政策立案能力の向上】 

◇ 議員発議の条例制定に向けた研修など受

講しましたが力不足です。一方「多文化共

生勉強会」の実施など、議会内で会派を超

えた活動に取り組みました。 

なお、来年の選挙に向けて「議員定数の

見直し」議論が始まりますが、定数だけで

なく、浜松市議会のあり方についても考え

るべきです。議会や議員の役割、責務を踏

まえた上で、議会改革につながれば･･･と

思っています。 

２．地域社会の活性化 

【子育て支援の充実】 

◆ やすとも市長の「マニフェスト」最重点

項目が「こども第一主義」。子育て支援は

この 3年で大きく前進しました。 

マニフェストの目玉のひとつだった「中

学生までの医療費助成制度」は、今日から

導入されます。 

また、意見はいろいろありましたが、

「こども育成条例」も今日から施行され、

地域全体で子どもを育んでいくという市の

姿勢が強く示されました。市民協働を進め、

浜松の子どもたちが明るく元気に育ってい

く環境を整えていきたいものです。 

 ◇ 21 年度は「厚生保健委員会」で、積極
的に意見反映に努めました。4 月から、今

後の子育て支援策の基本計画となる「次世

代育成支援（後期）行動計画」がスタート

します。この計画と事業の PDCA をしっか

りとチェックしていきます。 

今の最大の課題は「待機児童」ではない

でしょうか。これまでも、保育所と放課後

児童会の待機児童対策を求めてきましたが、

景気低迷による就労希望者の増で、待機児

童数は解消するどころか逆に増えています。 

市は今年度、保育所 480 人（8185 人→

8665 人）、放課後児童会 470人（3855 人→

4325 人）の定員増を計画しています。 

これまでにない大きな増員計画です。さ

まざまな手法で、待機児童解消につながる

よう期待したいと思います。 

  
【安心できる老後の応援】 

◆ 議会内には、「こども第一主義」の反面、

高齢者福祉が課題という声がありましたが、

今年度は、特別養護老人ホームの増床や在

宅介護サービス拠点の整備も推進します。 

時代背景の中、「敬老祝金（77 歳 1 万

円）の廃止」という見直しを行いますが、

万一の時の「緊急通報システム」支給先を

拡充するなど、安心・安全に必要な施策は

充実されています。 

 ◇ 21 年度は老人福祉施設の訪問調査など、
実態把握に努めましたが、まだ具体的な政

策提言はできていません。介護保険制度の

課題など、さらに勉強が必要だと考えてい

ます。 



  
【市民協働参画の推進】 

◆ 浜松市は、やすとも市長就任後、「市民

協働で築く『未来へかがやく創造都市・浜

松』」を「都市の将来像」として掲げまし

た。このことから、市政運営のさまざまな

分野で市民協働が進んでいます。 

◇ 市が積極的に取り組んでいることもあり、

私自身、市の政策推進への働きかけは行っ

ていませんが、地域において「健全育成

会」などに参画し、実践部隊として活動す

るようにしています。 

今後、サラリーマンのみなさんに情報発

信し、多くのみなさんに市政参画を呼びか

けていきます。 

  

３．浜松らしい街づくり 

【将来性あふれる街づくり】 

◆ 浜松の基盤は「ものづくり」です。3 年

前の課題は「企業流出防止」「企業誘致」

でした。状況は大きく変化し、今や「雇用

維持」「中小企業支援」が最大のテーマで

す。 

今年度の市長の施政方針でも、「『雇用

の再生』を重要課題として取り組む」とし

ています。 

一方、将来に向かって“元気な浜松”を

創っていくための布石として、「はままつ

産業創造センター」で、人材育成や新技術

に取り組んでいる他、「光電子工学」の育

成を進めています。 

観光については、昨年度、国から「浜名

湖観光圏」の整備認定を受けたことから、

各種事業に弾みがついています。 

◇ ものづくり産業の出身として、引き続き、

雇用や中小企業政策に対し、現場からの意

見反映に努めます。 

また今後、ものづくり産業の礎となった

「バイクのふるさと」のまちづくりに取り

組んでいきます。 

恒例の「バイクのふるさと浜松」に加え、

今年は子どもの夏休み期間に、美術館と博

物館で、オートバイにちなんだイベントを

実施予定です。 

  
【教育環境の整備】  
◆ ソフト面では、小学校 1 年生の 35 人学

級導入や教師塾、民間人校長の登用など、 

マニフェスト事業が進んでいます。 

ハード面でも、学校施設の耐震化は、 

今年度中に 100％達成見込みで、前市長の

時の計画から 5年前倒しで完了することに

なります。 

給食の民間委託も徐々に増やしており、

教育現場でもコストを意識した取り組みが

進んでいます。 

◇ 市長マニフェスト事業は進んでいます。

一方、教育委員会については、まだ改善で

きるところがありそうです。 

昨年度の質問では「教育委員会点検・評

価報告書」をとりあげましたが、自己評価

のため甘くなっています。21 年度分は今

後チェックしますが、外国人児童やいじ

め・不登校、規模適正化など、教育ニーズ

は多様化しており、スピードある対応を求

めていきます。 

資産経営も大きな課題です。行革審から

指摘された「借地の解消」は、最優先で取

り組んでいるとのことですが、まだまだ進

んでいません。この他、廃校や未使用の教

職員住宅の利活用も大きな課題です。 

  
【外国人との共生】 

◆ 旧雄踏町役場を活用した「外国人学習支

援センター」を開設するなど、多文化共生

のリーディング都市としての取り組みを進

めています。2 階には、準学校法人の資格

を持つ「ムンド・デ・アレグリア学校」が

入居し、子どもから大人まで、幅広い外国

人のニーズに応えています。 

◇ 前述しましたが、静岡文化芸術大学の池

上重弘教授のお誘いで、議会としての「多

文化共生勉強会」を開催するなど、積極的

に取り組んでいます。 

一方、失業した外国人への支援や不就学

児童など、課題は山積しています。同じ浜

松市民として自立支援ができるように、政

策研究を進めます。

 

市役所 8階から見た浜松城（2010.3.31）  

昨年より開花が遅いようです 



 

３月の活動報告
02(火) 入野小記念植樹集会 

05(金) 22 年度予算案意見交換会 

06(土) スズキ労組イチゴ狩り 

08(月) 本会議 

09(火) 本会議 

10(水) 本会議 

     入野地区自治連会議 

11(木) 厚生保健委員会 

14(日) 佐鳴湖クリーンキャンペーン 

15(月) 堀留川を考える住民会議 

16(火) 大都市制度調査特別委員会 

17(水) ユビキタスシティフォーラム 

18(木) 入野中学校卒業式 

19(金) 入野小学校卒業式 

24(水) 本会議（定例会最終日） 

25(木) ムンド・デ・アレグリア学校訪問 

     同友会経済サミット 

26(金) 東京モーターサイクルショー 

27(土) 入野保育園卒園式 

     入野地区自治連総会 

28(日) 入野地区組凧揚会会所開き 

  

４月の活動予定
01(木) 青少年の家落成式 

     入野地区自治連会議 

03(土) 入野保育園入園式 

05(月) 市民クラブミーティング 

07(水) 入野小学校入学式 

     入野中学校入学式 

14(水) 都心再生講演会 

17(土) 33 分団辞令交付式 

19(月) 藤本ゆうじ西部地域の集い 

24(土) 入野地区社協総会 

25(日) 浜松地区メーデー 

 

最近のブログから ○「マネジメント」（3/29） 
 

週末は、凧揚会の会所開き

をはじめ、地域のイベントが盛り

だくさんでバタバタでした。年度の

変わり目で、みなさんそれぞれに

お忙しい中でしょうね～。 

 

今日は本のご紹介です。 

表紙を見ると買うのを躊躇し

てしまいそうな本ですが（私には

あまりにも不似合いで・・・）、 

中味は「ドラッカー」です。 

昨年末に発売されて以来、売れ続けているようです。 

こどもに「ドラッカー」を教えてやれるかな・・・と思い買ってみまし

たが、読みやすいので 3時間強で読んでしまいました。 

 

この本のベースになっているの

は、ピーター・F・ドラッカー教授の

「マネジメント（基本と原則）」で

す。 

私も 2001 年末に「エッセンシ

ャル版」が出たときに買って読み

ましたが、ひとこと“感動”でした。 

 

当時、私は労組のマネジメン

トをする立場になったところでし

た。“経営者”ではありませんが、

組織運営には変わりません。 

同時に、労組は経営者のカウンターパートでもあり、両面から

「経営（マネジメント）とは何か」を知りたくてこの本を買いました。 

 

「マネジメント（基本と原則）」は 1974 年に書かれた著作です

が、まさに組織経営の基本が書かれています。30 年以上経って

も、この中味は、全く陳腐化していません。まさに真髄です。 

 

読みながら、これほどのインスピレーションを得られた本は、これ

以外にありません（本はラクガキだらけです）。以来、私は、この本

から得た教訓を次のとおり書きしるし、日々目にしています。 

 

私が、行政経営に対して述べている意見も、基本はすべ

てこの本です。企業だけでなく、あらゆる組織運営に携わる

人に、オススメしたい本です。 

 

◆日ごろの活動はブログをご覧くださいね◆ 

創ろう！元気な浜松【浜松市議会議員 田口 章】 
http://taguchi-hamamatsu.cocolog-nifty.com/blog/ 

  
 

【あとがき】 

今月号は 1 年前の後援会だよりと同じ

構成にしました。年に 1 度は目標を再確

認し、自分の活動の進捗をチェックすると

ともに、みなさんにご報告すべきと考えた

からです。 

できている項目、不十分な項目、いろ

いろありますが、4 年目となる今年度は、

すべての項目で合格点がもらえるよう、

取り組んでいきます。（章） 
 

 

 


